
改 善 箇 所 説 明 図 

改善の内容 
 全車両、ストッパープレートとヘッドパイプの溶接部を点検し、ヘッドパイプに亀裂
が認められる場合はフレームを良品と交換する。亀裂が認められない場合であって、溶
接状態が判定基準を外れたものは溶接補強を行う。 

不具合発生箇所 

注：      は交換部品を示す。 

識別：車台番号打刻付近に黄色の識別ラベルを貼り付ける。 

 ハンドルの転舵角を規制するストッパープレートをフレームのヘッドパイプへ溶接
する作業が不適切なため、溶接の溶け込みが不十分なものがある。そのため、ストッ
パーに駐車・停車時のハンドル転舵による衝撃が繰り返し加わると溶接部に亀裂が生
じ、ストッパープレートが脱落するおそれがある。  
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